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3
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
、
3
月
会
議
が
開
か
れ
、
町
当
局
か
ら
平
成
26
年
度
当
初
予

算
の
ほ
か
、
条
例
改
正
及
び
補
正
予
算
等
43
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
3
日
間
の
慎
重
審
議
に
よ
り
一
部
修

正
議
案
を
追
加
提
案
し
議
決
し
ま
し
た（
※
一
部
修
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
4
ペ
ー
ジ
参
照
）。

こ
こ
で
は
、
特
筆
す
べ
き
当
初
予
算
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
要
約
し
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

50億1,000万円を一部修正可決!50億1,000万円を一部修正可決!
平成26年度一般会計当初予算平成26年度一般会計当初予算

新年度から創設される交付金事業であ
り、集落運営や地域活動団体への支援
を目的としています。申請が簡素化さ
れていることが特徴的です。

地域の山林資源の活用と循環利用を目指すた
めに、公共施設に木質バイオマスボイラーを
導入するための調査設計予算です（※湯ら
里・むら湯に導入を検討しています）。

JR只見線全線復旧に
向けて県が創設した基
金に対し、今年度只見
町が負担する金額です。
町として総額約２億円
を積み立てます。
（※県及び沿線町村全
体で復旧費用の約4分
の1を基金として積み
立てます。）

「地産地消」を軸とした食育、保護者の
給食費負担の軽減等を目的に、町内産給
食賄材料の購入支援を町で行います。

自然首都・只見ユネスコエコパークにふ
さわしい取り組みを行う予算です。
●登録認定記念事業　●学術調査研究助
成金　●只見を特徴づける産品開発への
補助金　など

民間事業者に住宅建設を依頼し、それ
を町が借り上げて住民に提供するもの
です。入居制限にとらわれずに住民に
住宅提供する新規事業です。

自然首都・只見ユネスコエコパーク認定に向け
て、町内の優れた財産を活用することを目的とし
た本年度教育予算の目玉事業です。
●町内の寺社仏閣の悉皆＊（しっかい）調査　●八十
里越古道調査事業　●大曾根湿原の調査　●芸能
保存事業　●宮前遺跡調査　など

2,546万円
ユネスコエコパーク推進事業

6,211.4万円
JR只見線復旧復興基金
負担金

2,090万円

地域づくり・集落運
営支援交付金事業

600万円
給食支援事業

1,400万円

木質バイオマス施設
導入調査事業

4,094.4万円
文化財保護事業

384万円
民間賃貸住宅借り上げ事業民間賃貸住宅借り上げ事業

推奨産品の開発

黒谷地区にある公営住宅

木質バイオマスボイラーの導入が
検討される季の郷湯ら里

明和小学校の給食風景

宮前遺跡の発掘

集落の活性化に役立てたい

早期全線復旧を実現したい只見線

3月会議

＊悉皆調査……データを余すことなくすべて調べること。全数調査
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減額修正

職
員
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

計
画
は
？

従
来
の
研
修
の
ほ
か
、
全
国
研
修

及
び
地
元
を
含
め
た
民
間
団
体
研

修
等
の
参
加
を
検
討
し
て
い
る
。

公
用
車
導
入
に
つ
い
て
、
リ
ー
ス

か
ら
買
い
取
り
に
変
更
し
た
よ
う

だ
が
、
方
針
変
更
し
た
の
か
？

利
用
実
態
を
鑑
み
て
、
リ
ー
ス
期

間
よ
り
も
長
く
使
用
す
る
車
両
に

つ
い
て
は
買
い
取
り
と
し
た
。

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
の

今
後
の
予
定
は
？

現
在
、
地
元
住
民
等
と
意
見
交
換

を
し
て
い
る
。
今
後
は
、
住
民
の

意
見
等
を
反
映
し
、
基
本
構
想
を
策
定

し
て
い
き
、
そ
の
後
順
を
追
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
。

特
別
交
付
税
が
前
年
比
5
0
0
0
　

万
円
増
額
と
見
込
ん
だ
理
由
は
？

議
会
の
指
摘
を
受
け
、
見
積
れ
る

も
の
を
当
初
に
計
上
す
る
よ
う
変

更
し
た
。

大
規
模
固
定
資
産
税
が
、
1
年
あ

た
り
2
5
0
0
〜
3
0
0
0
万

円
減
る
が
、
予
算
上
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。
な
ぜ
か
？

大
規
模
固
定
資
産
税
は
減
る
が
、

総
体
的
な
予
算
と
し
て
見
て
い
る

た
め
、
平
成
23
年
の
豪
雨
災
害
復
旧
ま

で
の
間
減
少
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
災

害
復
旧
等
に
よ
り
新
築
住
宅
建
設
な
ど

固
定
資
産
税
の
増
が
見
込
め
る
た
め
、

大
差
が
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
事
業
で
あ
る
集
落
運
営
交
付

金
、
地
域
づ
く
り
交
付
金
の
制
度

内
容
は
？

各
集
落
の
運
営
、
集
会
所
の
管
理

の
た
め
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
づ
く
り
交
付
金
総
額
は
、
団
体
枠

と
し
て
6
0
0
万
円
、
各
振
興
セ
ン
タ

ー
3
0
0
万
円
を
集
落
枠
と
し
て
予

定
し
て
い
る
。

只見高校振興対策の一つ山村留学奥会津学習
センター新設基本設計料及び実施設計料として
3,798万 1千円が教育委員会より提案されまし
た。しかし、以下のような質疑応答の結果、新
設場所、跡地利用、今後の振興対策を含め、も
う少し議会との議論を重ね検討する必要がある
と判断しました。よって、議会の修正権に基づ
き当設計予算を今回提案の予算から本会議にお
いて削除、減額修正しました。

委員会などで全く聞かされず、いきなり設
計予算というのはどういうことか。この設

計予算なら、建設費が3～ 4億円かかるのでは
ないか？
只見高校振興対策の一環として、ここで手
綱を緩めず60人収容の学習センターを平

成27年度に建設したいのでご理解をいただき
たい。

振興対策の主旨は理解するが、現在の場所
に増築などで検討できないのか。また、町

内の生徒または町内から他所に進学している子
供たちとの公平性が保てるのか。新築した場合
は現在の学習センターはどうするのか？

改修して教員住宅として活用したい。

奥会津学習センター新設設計費用

問問

問

問

答

問

答

問

問問

答 答答

答答 答

現
在
の
奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー

リースにより導入している公用車



最終的に予算特別委員会からは、次の意見を付し
て採択すべきものとして報告しました。

資
源

5

役
場
組
織
機
構
改
革
に
よ
る
各
課

職
員
の
人
員
配
置
計
画
は
？

総
数
92
名
の
な
か
で
現
行
の
組
織

体
制
を
基
と
し
て
計
画
し
て
い
く
。

第
7
次
只
見
町
振
興
計
画
委
託
の

方
針
に
つ
い
て
。

将
来
推
計
と
な
る
人
口
推
計
と
財

政
推
計
は
専
門
家
に
委
託
。
そ
の

結
果
を
抽
出
整
理
し
、
住
民
等
と
協
議

し
て
い
く
。
併
せ
て
町
民
の
意
識
調
査

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

町
内
に
住
所
を
持
た
な
い
山
村
教

育
留
学
生
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
町
内
で
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

住
所
要
件
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

福
祉
分
野
だ
け
で
な
く
多
方
面
に

関
連
す
る
の
で
調
整
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

民
間
住
宅
借
り
上
げ
に
つ
い
て
、

な
ぜ
初
め
に
町
内
業
者
に
依
頼
し

な
か
っ
た
の
か
？

今
回
の
経
緯
と
し
て
、
隣
接
す
る

介
護
福
祉
事
業
者
の
社
宅
建
設
計

画
と
町
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
住
宅
政

策
が
合
致
し
た
た
め
計
画
し
た
も
の
で

あ
る
。
今
後
民
間
活
用
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
町
内
事
業
者
等
を
最
優
先

と
し
た
い
。

未
来
の
自
分
設
計
奨
励
金
（
総

額
4
0
0
万
円
）
に
つ
い
て
、

経
常
化
す
る
と
大
き
な
金
額
に
な
る
。

効
果
検
証
を
ど
う
す
る
の
か
？

町
が
意
識
を
も
っ
て
子
育
て
支

援
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

を
子
ど
も
た
ち
に
持
た
せ
た
い
。
ま
た

今
後
の
子
育
て
支
援
対
策
の
面
か
ら
継

続
し
て
制
度
化
さ
せ
た
い
。

※
未
来
の
自
分
設
計
奨
励
金
…
…
只
見

中
学
校
卒
業
時
、
生
徒
一
人
に
10
万

円
を
給
付
す
る
制
度
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設

置
事
業
は
、
規
模
や
金
額
に
つ
い

て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
運
営
管
理
方

法
を
検
討
し
、
木
の
駅
構
想
事
業
と
同

時
並
行
で
進
め
て
ほ
し
い
。

今
回
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
給

湯
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
後

進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
議
会
を
含
め

各
方
面
と
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

意　見　書

（1）「奥会津学習センター」建築工事設計委託料につ

いては、現在の跡地利用を含めた町の将来の只見

高校振興対策のあり方を再検討すること。　

（2）木質バイオマスボイラー建設計画については、

ユネスコエコパークの認定を控える当町にとって

非常に重要なことであり、ボイラーに特化するの

ではなく、木の駅構想と併せ町内での供給体制の

確立を含めた計画にすること。

（3）未来の自分設計奨励金や補助金等について、と

もするとバラ撒きともとれるような予算があるが、

当町の将来の財政を見据え、また効果を検証し、

執行すること。

（4）町の「振興計画」「実施計画」に整合のない予算

がいくつか指摘されている。今後は、議会との十

分な協議の上、執行すること。

（5）住宅政策における民間賃貸住宅借上などについ

ては、将来を見据えた計画的な住宅政策の展開に

努めること。

問

問

問

問問 問 答

答

答

答答 答

予算特別委員会の審議内容
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◦議案第4号　只見町ブナセンター設置条例の一部を改
正する条例
ユネスコエコパークの理念を踏まえ、その設置目的及
び業務を明確に整理するもの。
◦議案第5号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
朝日診療所と介護老人保健施設こぶし苑の連携強化の
ための統括管理者の設置。振興センターへの生涯学習
推進員設置、同運営審議会委員の設置。

●議案第6号　只見町職員の勤務時間、休暇等に関する条
例の一部を改正する条例
育児・介護を行う職員の早出・遅出勤務の条文の追加。

●議案第7号　職員の特殊勤務手当に関する条例の一部
を改正する条例
看護師の特殊勤務手当の中に訪問看護ステーションの
看護師を加えるもの。

●議案第8号　只見町公共用財産使用等条例の一部を改
正する条例

●議案第11号　只見町行政財産使用料条例の一部を改正
する条例

●議案第12号　只見町道路占用料徴収条例の一部を改正
する条例

●議案第14号　只見町河川流水占用料等徴収条例の一部
を改正する条例
以上は、平成26年4月からの消費税改正に併せたもの。

●議案第9号　自然首都・只見地域づくり基金条例
議案第10号で提案している基金を平成25年度で廃止
し、新たな地域づくり基金を設置するもの。
●議案第10号　自ら考え自ら実践するまちづくり基金の
設置、管理及び処分に関する条例を廃止する条例
議案第9号の説明のとおり本条例を廃止するもの。
●議案第13号　只見町町営住宅条例の一部を改正する条例
蒲生原団地1棟1戸及び上ノ原団地1戸建て2棟を解体
除去するもの。
●議案第15号　只見町辺地総合整備計画の策定・変更に
ついて
楢戸・亀岡地区の策定と塩沢・蒲生・叶津・只見・黒
谷地区の変更。
●議案第16号　只見町過疎地域自立促進計画の変更
ハード・ソフト含めた各種事業に取り組んでいくため
の計画変更。
●議案第17号　只見町森林整備計画の変更について
計画変更が必要となり、議会基本条例に基づき審議を
お願いするもの。
●議案第18号　只見町公の施設における指定管理者の指定
ただみ養魚場の指定管理者を「錦鯉のおぬま」に指定す
るもの。
●議案第19号　工事請負契約の変更について
黒谷地区の峯沢橋災害復旧工事について、請負契約金
額を増額変更するもの。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

5
億
1
7
0
0
万
円
を
追
加
補
正

今回提案された条例改正等の議案一覧

る
の
で
は
な
い
の
か
？

今
回
の
導
入
は
、
ま
ず

防
災
情
報
の
多
重
化
を

目
的
に
し
て
い
る
。
今
後
観

光
情
報
や
そ
の
他
多
用
途
で

の
活
用
も
意
見
と
し
て
出
さ

れ
て
お
り
、
今
後
計
画
的
に

検
討
し
て
い
く
。

防
災
無
線
L
A
N
の
整

備
財
源
に
一
部
豪
雨
災

害
復
興
基
金
1
億
6
0
0
0
　

万
円
を
充
て
ら
れ
る
が
、
適

切
か
？基

金
の
中
に
は
、
防
災

と
い
う
使
途
も
含
ま
れ

て
い
る
。
住
民
の
生
活
支
援

に
次
い
で
今
後
の
防
災
は
重

要
だ
。

※
防
災
無
線
L
A
N
と
は

…
…
災
害
に
強
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
と
す

る
通
信
手
段
。

0
万
円
追
加
補
正
し
た
。
災

害
復
旧
事
業
等
に
よ
る
給
与

の
増
加
が
要
因
と
考
え
て
い

る
。

地
方
交
付
税
の
増
加
要

因
は
？

特
別
交
付
税
が
伸
び
た
。

国
の
税
収
が
伸
び
た
こ

と
に
よ
る
追
加
配
分
が
大
き

な
要
因
。

た
と
え
ば
カ
メ
ラ
が
河

川
の
増
水
を
監
視
し
避

難
命
令
が
出
さ
れ
た
場
合
、

住
民
へ
の
情
報
提
供
の
方
法

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
？

避
難
所
と
な
る
集
会
所

を
中
心
に
41
箇
所
の

W
I

‒

F
I
ポ
イ
ン
ト
を
設

置
し
、
携
帯
電
話
な
ど
で
の

情
報
取
得
を
可
能
と
す
る
。

全
町
的
に
W
I ‒

F
I

ポ
イ
ン
ト
が
利
用
で
き

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計

補
正
予
算
審
議
が
、
3
月
13

～
14
日
の
2
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
国
の
税
収
増

加
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
追

加
補
正
、
防
災
行
政
無
線

L
A
N
事
業
実
施
の
た
め
の

基
金
繰
入
金
、
歳
出
で
は
、

そ
の
整
備
事
業
費
3
億
円
、

年
度
末
に
お
け
る
各
事
業
の

整
理
予
算
等
が
計
上
さ
れ
、

審
議
の
結
果
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

主
な
質
疑
か
ら
内
容
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

3
月
で
個
人
町
民
税
が

1
8
4
万
5
0
0
0

円
増
額
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、

要
因
は
？

当
初
の
1
億
1
7
0
0　

万
円
を
9
月
に
1
3
0　

問

問問

問

問

答

答

答

答

答
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2
月
会
議
に
お
い
て
、
新
た
に
付
託
さ

れ
た
請
願
・
陳
情
は
次
の
4
件
で
す
。

①
新
庁
舎
建
設
工
事
に
関
す
る
請
願
書

➡
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託

只
見
町
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
地

元
木
材
の
利
用
の
具
現
化
等
に
つ
い

て
、
住
ま
い
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
か
ら
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

②
塩
沢
地
区
町
道
の
側
溝
蓋
掛
け
及
び

転
落
防
止
柵
に
関
す
る
陳
情
➡
経
済
文

教
常
任
委
員
会
に
付
託

塩
沢
区
長
か
ら
町
道
改
良
等
に
つ

い
て
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

③
同
じ
く
塩
沢
地
区
の
町
道
整
備
に
関

す
る
陳
情
︵
2
件
︶
➡
経
済
文
教
常
任

委
員
会
に
付
託

塩
沢
区
長
か
ら
町
道
改
良
に
つ
い

て
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）
は
、
3
月
会
議
に
お
い
て
可
決

さ
れ
、
意
見
書
を
国
及
び
福
島
県
労
働

局
に
対
し
提
出
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
只
見
町
議
会
Ｈ

Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
い
た
め
不
採
択
と
し
た
。

採
択
の
理
由

現
在
、
福
島
県
の
最
低
賃
金
時
給

6
7
5
円
は
、
2
0
2
0
年
ま
で
を
目

標
と
し
た
全
国
最
低
賃
金
時
給
単
価

8
0
0
円
に
比
べ
て
低
位
に
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
県
内
労
働

者
の
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ

と
は
、
勤
労
者
の
生
活
安
定
は
も
と
よ

り
、
労
働
意
欲
並
び
に
労
働
力
の
確
保

が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

災
害
か
ら
の
早
期
復
興
を
目
指
す
本

県
の
現
状
か
ら
し
て
も
賃
金
生
活
者
の

全
国
格
差
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
、

本
県
の
再
生
と
発
展
に
重
要
と
判
断
す

る
こ
と
か
ら
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
し

た
。

計
上
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

八
十
里
越
は
当
町
に
お
け
る
歴
史
上
、

非
常
に
重
要
な
位
置
を
し
め
、
文
化
的

価
値
か
ら
も
町
の
財
産
と
し
て
後
世
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て

高
い
価
値
を
有
す
る
と
考
え
る
。
今
後

の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
、
国
道

2
8
9
号
線
の
開
通
等
を
ふ
ま
え
、

早
急
の
取
組
み
が
必
要
な
も
の
と
認
め

採
択
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

不
採
択
の
理
由

本
町
は
、
現
在
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
指
定
申
請
を
行
い
生
物
保
護
地
域

と
し
て
自
然
と
人
間
が
共
生
す
る
町
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
魅
力
は
国
内
外
に
も
周
知
の
事
実

で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
衛
隊
駐
屯
地
を

誘
致
す
る
こ
と
は
、
本
町
の
町
づ
く
り

の
根
幹
を
な
す
自
然
環
境
は
も
と
よ
り

周
辺
地
域
の
観
光
面
へ
の
影
響
が
危
惧

さ
れ
る
。
よ
っ
て
後
世
に
問
題
を
残
さ

採
択
の
理
由

国
史
跡
及
び
歴
史
の
道
1
0
0
選
に

認
定
さ
れ
て
い
る
八
十
里
越
古
道
及
び

明
治
新
道
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
文
化

遺
産
と
い
う
べ
き
遺
構
調
査
、
並
び
に

学
術
的
価
値
の
あ
る
沼
ノ
平
の
沼
群
、

風
穴
な
ど
の
調
査
に
関
し
て
調
査
費
の

新
た
な
陳
情
・
請
願

あ
の
陳
情
の
行
方
と
結
果

八十里越古道調査に係る委員会の審議

②
会
津
地
域
へ
の
自
衛
隊
駐

屯
地
誘
致
に
関
す
る
意
見

書
提
出
の
陳
情
書

➡
不
採
択

①
八
十
里
越
古
道
及
び
明
治

新
道
に
関
す
る
調
査
費
計

上
の
陳
情
書
➡
採
択

③
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
陳
情
に

つ
い
て
➡
採
択

町民からの陳情・請願町民からの陳情・請願



只
見
線
復
旧
を
求
め
る
要
望

書
を
昨
年
11
月
に
提
出

8

の
復
興
は
な
い
も
の
と
考
え

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
只

見
線
の
早
期
全
線
復
旧
に
向

け
て
の
議
論
を
積
み
重
ね
な

が
ら
、
生
き
残
れ
る
地
域
振

興
、
産
業
振
興
の
調
査
研
究

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

論
し
て
お
り
ま
す
が
有
効
な

方
策
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

只
見
線
の
復
旧
な
く
し
て
真

只
見
高
校
の
振
興
対
策
に

つ
い
て
は
、
奥
会
津
の
中
核

的
基
幹
高
校
を
目
指
し
、
高

校
の
永
続
的
存
続
、
地
域
の

将
来
を
担
う
優
秀
な
地
域
後

継
者
の
育
成
を
目
的
と
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の

理
解
も
あ
り
有
意
義
な
か
た

ち
で
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
生
徒
募
集
に

は
地
元
の
中
学
生
の
確
保
は

も
と
よ
り
、
山
村
教
育
留
学

生
制
度
に
よ
る
町
外
か
ら
の

生
徒
確
保
が
高
校
存
続
の
鍵

を
握
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
施
設
の
計
画
的
な
整

備
、
改
善
を
図
る
と
共
に
制

度
発
足
時
の
趣
旨
を
堅
持
し

な
が
ら
募
集
の
拡
充
を
希
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
只

見
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
と
っ
て
は
非
常
に
重

要
課
題
で
も
あ
る
の
で
、
引

き
続
き
調
査
を
継
続
し
ま
す
。

JR
只
見
線
の
早
期
全
線
復

旧
に
向
け
て
、
住
民
と
の
共

通
の
認
識
と
し
て
捉
え
る
こ

と
に
よ
り
、
様
々
な
展
開
を

調
査
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

只
見
線
に
つ
い
て
、
国
及
び

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
は
現
在
も
復
旧

へ
の
進
展
が
見
ら
れ
な
い
状

況
で
す
。
委
員
会
も
早
期
復

旧
へ
の
取
り
組
み
、
復
旧
後

の
只
見
線
の
活
性
化
等
を
議

重
視
し
た
事
業
の
執
行
に
努

め
る
よ
う
当
委
員
会
と
し
て

求
め
ま
し
た
。

な
お
、
新
た
な
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
、
執
行
当
局
、

議
会
両
機
関
で
検
討
を
重
ね

て
い
く
必
要
が
今
後
も
あ
る

こ
と
か
ら
調
査
は
継
続
と
し

て
い
ま
す
。

住
宅
対
策
を
含
め
た
受
け
入

れ
の
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
今
後
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、

運
営
方
法
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
体
制
が
持

続
可
能
で
あ
る
か
、
慎
重
な

検
討
に
着
手
す
べ
き
と
の
意

見
を
付
し
、
報
告
し
ま
し
た
。

超
高
齢
化
の
時
代

に
入
り
、
ま
す
ま
す

保
健
・
福
祉
・
医
療

の
果
た
す
役
割
は
重

要
で
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

町
民
に
身
近
な
医

療
機
関
で
あ
る
朝
日

診
療
所
の
専
門
職
の

確
保
に
つ
い
て
は
、

町
は
、
今
年
4
月
を
ス
タ

ー
ト
と
す
る
3
か
年
期
間
の

新
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
示

し
ま
し
た
が
、
目
標
を
定
め

た
取
り
組
み
と
、
計
画
性
を

町
の
税
収
入
、
特
に
大
規

模
固
定
資
産
税
（
ダ
ム
関
連

の
固
定
資
産
税
）
が
経
年
償

却
で
年
々
減
収
、
ま
た
、
政

府
の
改
革
基
本
方
針
を
受
け

た
地
方
交
付
税
の
減
額
も
今

後
予
測
さ
れ
ま
す
。

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
文
教
常
任
委
員
会

行
政
改
革
に
関
す
る
調
査

―
目
標
を
定
め
た
行
政
改
革
の

取
り
組
み
を

保
健
福
祉
に
関
す
る
調
査

―
診
療
所
運
営
体
制
の
検
討
を

只
見
線
の
早
期
全
線
復
旧
に
関
す
る
調
査

―
只
見
町
が
生
き
残
れ
る
地
域
振
興
、

産
業
振
興
に
つ
い
て只

見
高
校
振
興
対
策
に
関
す
る
調
査

―
只
見
高
校
の
存
続
は
地
域
に
と
っ
て

重
要
な
課
題

朝日診療所で診察を待つ町民
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今
後
も
町
当
局
と
の
協
議

を
行
い
な
が
ら
進
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

明
を
受
け
審
議
し
た
結
果
、

意
見
書（
左
囲
み
内
）に
よ
り

再
検
討
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

役
場
新
庁
舎
基
本
設
計
に

つ
い
て
、
議
会
全
員
協
議
会

に
お
い
て
町
当
局
か
ら
の
説

い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。」以

上
の
申
し
出
を
受
け
た

結
果
、
議
会
意
思
と
し
て
申

出
の
と
お
り
認
め
て
お
り
ま

す
。

2
月
28
日
に
議
会
2
月
会

議
が
開
催
さ
れ
、
町
長
よ
り

役
場
庁
舎
暫
定
移
転
の
取
り

止
め
に
つ
い
て
書
面
に
て
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容

を
要
約
し
た
も
の
は
以
下
の

と
お
り
で
す

町
長
申
出
内
容
の
要
旨

「
新
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、

暫
定
移
転
す
る
旨
表
明
し
、

議
員
各
位
の
ご
理
解
を
頂
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
表

明
後
、
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
開
発
セ
ン
タ

ー
か
ら
旧
只
見
中
学
校
に
、

議
会
機
能
に
つ
い
て
も
同
施

設
に
暫
定
移
転
を
完
了
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、平
成
23
年
新
潟
・

福
島
豪
雨
災
害
と
い
う
大
災

害
が
発
生
し
、
状
況
が
当
初

の
環
境
と
大
き
く
異
な
る
状

況
と
な
っ
た
こ
と
を
遺
憾
に

思
っ
て
お
り
、
当
初
表
明
と

事
情
が
大
き
く
異
な
っ
て
し

ま
っ
た
事
態
を
ご
賢
察
頂
き
、

役
場
機
能
暫
定
移
転
は
取
り

止
め
、
新
庁
舎
建
設
に
取
り

組
み
、
災
害
復
旧
事
業
が
加

速
す
る
よ
う
行
政
改
革
大
綱

の
改
訂
と
あ
わ
せ
邁
進
し
て

新庁舎基本設計に関する意見書
本町は広大な面積を有し、加えて特別豪雪地帯でインフラの整備にも限界があ
るため、行政・医療・教育施設など町内に散在し一か所に集中できない現状であ
る。従って、提案されている基本設計・基本方針の具体的検討の過程並びに提案
のなかにも理想と現実のギャップが著しく感じられる。
新庁舎建設に当たって、華美とせずシンプルで「自然首都・只見」に相応しく、
再生自然エネルギーを最大限に活用し、外観だけでなく、内部施設設備において
只見を象徴できる質の高い機能を有する施設としていただきたい。
1．役場機能
◦行政を行う事務所として純化し、最新のOA機能等の導入を前提に無駄のな
い施設設備とすること。
◦本町は、町民が気軽に集う地区センターや集落施設を別に有している。庁舎
として本来の目的を明確にし、行政需要に応じた施設設備とすること。
◦イベント対応スペース、観光まちづくり協会等は庁舎に含めない。
2．外観、外装・内装
◦只見の風土にマッチした「自然首都・只見」を象徴するシンプルな外観・外
装・内装が望ましい。吹き抜け空間は不要であり書庫等に活用されたい。
◦メンテナンスが安価で容易にできる資材や施設が好ましい。
3．雪対策と屋根の形状
◦屋根は、落雪方式がベストと思慮されるので採用を検討いただきたい。
4．空調施設等について
◦提案された設計では冷暖房の効率が悪いと考えられる。寒冷地に即した自然
エネルギーの活用により温度管理を効率的に行える設計に配慮いただきたい。

5．その他
◦新庁舎の目指す開かれた町政は、施設機能と行政や議会活動の充実にあり、
それらの活動を促進させる施設でなければならない。
以上、議会の総意として意見書を提出する。
平成26年2月21日
只見町長　目黒吉久様

只見町議会議長　齋藤邦夫

2
月
会
議

議
会
全
員
協
議
会

役
場
庁
舎
暫
定
移
転
の
件
に
つ
い
て

新
庁
舎
基
本
設
計
に
関
す
る
意
見

現在の役場庁舎
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大
塚
議
員　

長
期
的
な
若
者

定
住
政
策
は
、
現
状
に
併
せ

て
改
善
し
な
が
ら
充
実
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
夫
婦

共
働
き
、
核
家
族
化
の
現
状

で
子
育
て
支
援
の
充
実
が
急

務
で
あ
る
。

保
健
福
祉
課
長　

今
年
1
月

に
ニ
ー
ズ
調
査
・
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
現
在
そ

の
調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め

中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
子

育
て
支
援
計
画
の
作
成
に
反

映
さ
せ
た
い
。

た
ち
は
高
齢
者
が
多
い
の
で
、

栽
培
農
産
物
の
集
荷
方
法
の

確
立
が
必
要
だ
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
商
品
開
発
・
加
工

食
品
の
展
開
に
は
、
只
見
特

産
の
施
設
や
機
能
で
の
対
応

が
で
き
る
か
検
討
す
べ
き
で

は
。
こ
れ
ら
の
検
討
、
企
画
、

計
画
に
は
、
1
日
も
早
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
道
の

駅
設
立
準
備
室
）
の
立
ち
上

げ
を
お
願
い
し
た
い
。

町
　
長　

基
礎
と
な
る
計
画

づ
く
り
を
し
っ
か
り
行
い
、

只
見
町
の
独
自
性
を
持
ち
出

す
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

い
で
横
断
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
実
働
部
隊
の
編
成
も

時
期
が
来
れ
ば
組
織
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

大
塚
議
員　

農
産
物
生
産
を

依
頼
す
る
の
は
、
小
規
模
農

家
の
人
た
ち
を
中
心
に
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
人

事
業
と
思
わ
れ
る
。

町
　
長　

行
政
改
革
に
お
け

る
機
動
的
で
効
率
的
な
組
織

改
編
に
よ
り
、
産
業
振
興
課

を
農
林
分
野
と
観
光
商
工
分

野
の
2
課
に
分
け
る
が
、
多

岐
に
わ
た
る
事
案
を
一
つ
一

つ
解
決
す
る
た
め
、
課
を
跨

て
、
意
見
集
約
と
今
後
の
方

向
性
な
ど
の
構
想
を
策
定
中

で
あ
る
。
今
後
の
進
め
方
も
、

長
期
的
な
計
画
と
明
確
な
戦

略
づ
く
り
が
不
可
欠
だ
が
、

ま
だ
道
半
ば
の
状
態
で
あ
る
。

大
塚
議
員　

少
子
過
疎
高
齢

化
の
進
む
只
見
町
の
現
状
で
、

絶
対
に
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
で
あ
り
、
事
業
の
推

進
に
は
、
自
前
の
実
働
部
隊

の
編
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。

役
場
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
（
道
の
駅
設
立
準
備

室
）
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な

企
画
・
計
画
・
準
備
を
す
る

に
も
3
～
5
年
間
は
か
か
る

大
塚
議
員　

現
在
、
全
国
で

1
0
0
0
か
所
以
上
の
道
の

駅
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、

日
本
一
遅
れ
て
開
設
運
営
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
他
と
の
差

別
性
の
あ
る
魅
力
的
な
目
的

地
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

只
見
に
し
か
な
い
、
こ
だ
わ

っ
た
商
品
開
発
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
最
大
目
的
は
、

只
見
町
に
お
け
る
六
次
産
業

化
の
推
進
に
よ
る
若
者
雇
用

（
最
大
30
人
規
模
）
の
拡
大

と
中
小
規
模
の
農
家
の
再
生

で
あ
る
。
具
体
的
な
オ
ー
プ

ン
ま
で
の
計
画
を
問
う
。

町
　
長　

只
見
型
道
の
駅
の

構
想
策
定
に
つ
い
て
、
平
成

25
年
度
は
検
討
懇
談
会
と
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
お
い

大
塚
純
一
郎
議
員

只
見
型
道
の
駅
の
具
体
的
内
容
は
？

︱
基
礎
計
画
を
つ
く
り
準
備
を
進
め
る
町
長

若
者
定
住
政
策
の
見
通
し
は
？

︱
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
町
長

経済文教常任委員会が行った先進地
「道の駅」の視察



湯ら里コンベンションホールの利用の様子

11 ●質問した議員順に掲載しております。
● 1議員 1ページの割り当てとなっているため、ページの都合上、質問・答弁はその概要を掲載しております。

目
黒
議
員　

新
年
度
予
定
の

防
災
行
政
無
線
L
A
N
の
整

備
は
、
通
信
体
制
が
大
き
く

変
わ
り
防
災
力
が
か
な
り
高

ま
る
。
今
後
は
、
医
療
費
削

減
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
な
ど

多
用
途
に
活
用
を
研
究
す
べ

き
だ
。

町
民
生
活
課
長　

観
光
や
福

祉
な
ど
へ
の
可
能
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。
今
後
有
効

利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

後
、
教
育
と
し
て
の
視
点
は

ひ
と
つ
あ
る
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

湯
ら
里
と
教
育
、

経
済
と
の
共
有
、
そ
の
点
は

重
要
と
考
え
て
お
り
、
今

様
々
な
検
討
段
階
に
あ
る
。

を
設
置
し
て
取
り
組
み
た
い
。

ま
ず
、
町
長
が
社
長
を
兼
務

し
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
、

町
長
が
企
業
活
動
で
利
益
を

得
る
立
場
の
難
し
さ
が
あ
る
。

目
黒
議
員　

湯
ら
里
は
、
民

間
と
競
合
し
た
収
益
事
業
だ

け
で
は
限
度
が
あ
る
。
町
の

政
策
課
題
に
結
び
付
く
よ
う

な
事
業
を
行
政
が
も
っ
と
関

与
し
て
進
め
る
べ
き
だ
。
今

町
　
長　

第
三
セ
ク
タ
ー
の

健
全
化
に
つ
い
て
、
町
が
筆

頭
株
主
と
な
っ
て
い
る
2
社

（
湯
ら
里
、
振
興
公
社
）
に

つ
い
て
、
経
営
検
討
委
員
会

給
与
体
系
を
見
定
め
て
こ
の

期
間
内
で
計
画
を
策
定
し
た

い
。

目
黒
議
員　

今
回
取
り
組
ま

れ
る
行
革
の
全
体
像
を
ま
ず

示
し
て
い
た
だ
き
、
当
局
、

議
会
共
通
の
認
識
を
ま
ず
持

っ
て
、
今
後
進
め
て
い
く
べ

き
だ
。
改
め
て
協
議
の
場
を

頂
き
た
い
。

総
務
企
画
課
長　

ご
意
見
理

解
で
き
ま
す
。
今
後
担
当
委

員
会
等
と
様
々
協
議
を
重
ね

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

目
黒
議
員　

春
か
ら
役
場
の

課
の
体
制
が
変
わ
る
が
、
職

員
の
定
員
計
画
を
ま
ず
作
る

べ
き
だ
。
計
画
の
策
定
は
答

申
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

い
つ
頃
示
さ
れ
る
か
。

町
　
長　

財
政
の
見
通
し
と

目
黒
仁
也
議
員

職
員
の
定
員
計
画
の
提
示
は
？

︱
期
間
内
で
策
定
し
た
い

湯
ら
里
等
の
健
全
化
対
策
は
？

︱
経
営
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る

無
線
L
A
N
の
活
用
方
法
は
？

︱
有
効
な
利
用
を
検
討
す
る

町
長

町
長

町
長

目
黒
議
員　

第
三
セ
ク
タ
ー

の
改
革
を
今
度
の
行
革
大
綱

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、

現
状
の
課
題
を
ど
の
様
に
と

ら
え
て
い
る
か
。
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小
沼
議
員　

町
民
は
不
安
に

思
っ
て
い
る
の
で
、
デ
ー
タ

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
電
源
開

発
に
つ
く
る
よ
う
に
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

町
　
長　

町
民
が
そ
の
よ
う

に
思
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

伝
え
て
い
き
た
い
。

ム
が
決
壊
し
た
場
合
の
浸
水

域
を
載
せ
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

環
境
整
備
課
長　

只
見
川
圏

域
河
川
整
備
計
画
を
作
る
際
、

福
島
県
も
そ
こ
に
触
れ
た
が
、

電
源
開
発
は
そ
う
い
う
デ
ー

タ
は
な
い
と
話
し
て
い
る
。

形
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
身

近
な
と
こ
ろ
の
情
報
を
得
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
？

町
　
長　

現
在
、
県
か
ら
南

会
津
町
と
会
津
若
松
市
の
デ

ー
タ
が
入
っ
て
く
る
が
、
こ

の
問
題
は
社
会
的
問
題
で
も

あ
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
沼
議
員　

平
成
16
年
の
中

越
地
震
、
平
成
23
年
7
月
の

豪
雨
災
害
の
際
に
、
最
も
町

民
が
不
安
に
感
じ
た
田
子
倉

ダ
ム
に
つ
い
て
、
決
壊
し
た

ら
ど
の
よ
う
に
な
る
か
、
ど

こ
ま
で
水
が
来
る
の
か
。
今

回
の
防
災
計
画
見
直
し
の
際

に
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
ダ

援
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
三

条
市
民
の
避
難
受
け
入
れ
先

と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

町
民
生
活
課
長　

避
難
場
所

と
し
て
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、

学
校
等
を
考
え
て
い
る
。

小
沼
議
員　

2
月
26
日
県
内

で
初
め
て
、
P
M
2.5
の
注
意

喚
起
が
出
さ
れ
た
が
、
町
で

は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
た

の
か
？

教
育
次
長　

各
学
校
で
は
、

生
徒
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
ま

た
外
で
の
活
動
を
な
る
べ
く

控
え
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

小
沼
議
員　

こ
の
問
題
は
、

今
後
も
続
く
。
只
見
町
の
地

策
を
載
せ
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
？

町
　
長　

本
県
以
外
の
原
子

力
災
害
に
つ
い
て
は
、
県
を

通
じ
て
災
害
情
報
を
入
手
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
災
害
状

況
に
応
じ
よ
り
良
い
対
応
を

し
た
い
。
ま
た
、
新
潟
県
三

条
市
と
は
災
害
時
の
相
互
応

小
沼
議
員　

想
定
外
の
災
害

が
起
こ
る
昨
今
だ
が
、
今
回

見
直
し
に
な
る
防
災
計
画
の

な
か
に
福
1
、
福
2
の
原
子

力
災
害
の
対
応
は
載
っ
て
い

る
が
、
只
見
町
か
ら
直
線
で

60
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
新

潟
刈
羽
原
発
で
災
害
が
起
き

た
際
の
只
見
町
独
自
の
対
応

小
沼
信
孝
議
員

防
災
計
画
見
直
し
で
の
対
応
は
？

︱
早
急
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
目
標
と
す
る
町
長

只見町ハザードマップ（只見地区）



佐
藤
孝
義
議
員

給
与
削
減
要
請
拒
否
の
制
裁
対
応
は
？

︱
検
討
課
題
と
し
て
と
ら
え
る
町
長

13 ●質問した議員順に掲載しております。
● 1議員 1ページの割り当てとなっているため、ページの都合上、質問・答弁はその概要を掲載しております。

こ
の
関
連
補
助
金
の
削
減
額

の
質
問
に
つ
い
て
は
、
防
災

用
無
線
L
A
N
整
備
事
業
が

該
当
し
、
そ
の
額
は
お
よ
そ

3
0
0
万
円
と
試
算
し
て
い

る
。

助
金
を
厚
く
す
る
と
い
う
説

明
に
一
部
変
わ
っ
て
き
た
が
、

当
町
の
職
員
削
減
率
は
全
国

平
均
△
16
％
に
対
し
て
、
△

26
％
と
平
均
以
上
の
も
の
で

あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
た
い
。

ま
で
の
経
緯
と
町
の
考
え
方
、

対
応
に
つ
い
て
新
た
な
情
報

が
あ
れ
ば
詳
し
く
伺
い
た
い
。

町
　
長　

本
要
請
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
そ
の
対
応
を
郡

内
担
当
課
長
会
議
等
は
じ
め

検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
町
は
豪
雨
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
が
最
優
先
課
題
で

あ
り
、
職
員
の
士
気
や
時
期

等
を
鑑
み
、
も
う
少
し
時
期

を
経
て
か
ら
実
施
の
検
討
を

し
た
い
と
申
し
上
げ
て
き
た
。

国
に
お
い
て
は
期
限
を
設
け

た
た
め
新
聞
報
道
の
事
態
に

な
っ
た
も
の
と
推
察
し
て
い

る
。
制
裁
で
は
な
く
、
行
政

改
革
が
熱
心
な
自
治
体
に
補

つ
な
が
り
か
ね
な
い
」
な
ど

の
理
由
で
応
じ
て
い
な
い
。

県
内
で
は
、
31
市
町
村

（
52
・
5
％
）
が
給
与
削
減

を
実
施
し
た
か
、
実
施
予
定

で
、
残
る
28
市
町
村
（
47
・

5
％
）
は
「
検
討
中
ま
た
は

今
後
検
討
」「
議
会
で
否

決
」「
実
施
予
定
な
し
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
公
務
員

給
与
削
減
に
応
じ
な
か
っ
た

市
町
村
に
対
し
、
今
年
5
月

に
配
分
予
定
の
公
共
事
業
関

連
の
補
助
金
（
か
ん
ば
る
地

域
交
付
金
総
額
8
7
0
億

円
）
を
減
ら
す
方
針
を
固
め

た
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今
日

佐
藤
議
員　

政
府
は
東
日
本

大
震
災
の
復
興
財
源
に
充
て

る
た
め
、
国
家
公
務
員
の
給

与
を
平
均
7.8
％
削
減
。
地
方

公
務
員
も
同
水
準
ま
で
引
き

下
げ
を
求
め
て
き
た
こ
と
に

つ
い
て
、
新
聞
報
道
で
は

「
昨
年
10
月
の
総
務
省
の
調

査
に
お
い
て
、
市
町
村
の
約

3
割
が
「
民
間
の
賃
下
げ
に

庁舎で働く町職員
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雨
災
害
復
興
基
金
の
執
行
状

況
及
び
今
後
の
活
用
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

町
　
長　

今
ま
で
、
被
災
者

再
建
支
援
と
し
て
1
1
4
件
、

2
億
2
7
5
6
万
1
千
円
を

支
出
し
た
。
ま
た
、
防
災
用

無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事

1
億
6
0
0
0
万
円
。
そ
の

ほ
か
、
防
災
拠
点
の
整
備
や

地
域
活
性
化
事
業
、
農
林
商

工
の
支
援
な
ど
有
効
に
活
用

し
て
い
く
。

け
て
の
作
業
を
す
る
と
と
も

に
、
国
の
理
解
を
求
め
取
り

組
む
。

楢
戸
沢
線
、
小
塩
塩
の
岐
線
、

黒
谷
線
の
11
路
線
で
事
業
費

は
約
10
億
円
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
激
甚
災
の
適
用
を
受
け

て
い
る
。

藤
田
議
員　

只
見
川
流
域
豪

町
　
長　

出
荷
制
限
、
規
制

解
除
に
は
、
国
の
基
準
が
き

び
し
い
こ
と
と
判
断
根
拠
が

具
体
的
に
示
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
容
易
で
は
な
い
。
今
後

も
、
1
日
も
早
い
解
除
に
向

激
甚
災
の
対
象
に
な
る
の

か
？

町
　
長　

残
る
路
線
は
、
芝

倉
寄
岩
線
、
芝
倉
東
線
、
大

倉
前
沢
線
、
余
名
沢
線
、
白

沢
線
、
宮
の
沢
線
、
砥
倉
線
、

コ
ゴ
ミ
や
ぜ
ん
ま
い
が
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
受
け
な
け
れ
ば

売
れ
な
い
。
町
は
規
制
解
除

の
た
め
の
サ
ン
プ
ル
採
取
な

ど
に
支
援
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
？

藤
田
議
員　

今
年
度
で
豪
雨

の
災
害
復
旧
工
事
は
林
道
の

一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が

完
了
す
る
と
聞
く
。
来
年
度

以
降
、
林
道
で
ど
の
く
ら
い

の
工
事
が
残
る
の
か
。
ま
た
、

定
が
起
爆
剤
に
な
る
と
思
わ

れ
る
の
で
「
自
然
首
都
・
只

見
ツ
ア
ー
企
画
」
を
年
間
通

し
て
実
施
す
る
な
ど
様
々
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
し
て
い

く
。

藤
田
議
員　

只
見
な
ら
で
は

の
特
産
の
「
雑
き
の
こ
」
や

「
ハ
ヤ
」
が
放
射
能
で
販
売

が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

藤
田
議
員　

3
年
前
の
震
災

事
故
、
そ
れ
に
続
く
豪
雨
災

害
以
来
、
観
光
客
の
姿
が
見

え
な
い
。
観
光
の
け
ん
引
役

で
あ
る
宿
泊
観
光
客
は
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。
只
見
線
も

運
休
の
な
か
、
ど
う
取
り
組

ま
れ
る
か
伺
う
。

町
　
長　

観
光
客
の
誘
致
は
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
認

藤

田
　
力
議
員

宿
泊
観
光
客
激
減
の
対
応
策
は
？

︱
積
極
的
な
誘
客
に
努
め
る
町
長

豪
雨
災
害
の
林
道
残
工
事
は
？

︱
11
路
線
、
約
10
億
円
で
あ
る
町
長

只見町観光まちづくり協会が実施した
雪まつりツアー
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円
を
見
込
ん
で
お
り
、
平
成

26
年
度
に
つ
い
て
は
当
初
予

算
で
５
０
０
０
万
円
増
を
見

込
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
地
方
交
付
税
に
は
全
く
影

響
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

国
自
治
体
に
要
請
し
た
が
、

検
討
中
で
あ
る
只
見
町
の
26

年
度
の
地
方
交
付
税
見
込
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
企
画
課
長　

地
方
交
付

税
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

度
当
初
で
20
億
3
0
0
0
万

鈴
木
議
員　

地
方
自
治
体
の

職
員
給
与
は
、
民
間
企
業
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
町
の

条
例
で
水
準
を
決
め
て
い
る
。

政
府
は
、
昨
年
の
1
月
に
国

家
公
務
員
に
準
じ
て
給
与
水

準
を
引
き
下
げ
る
よ
う
に
全

密
接
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ

り
、
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を

窓
口
と
す
る
検
討
が
考
え
ら

れ
る
。

定
以
上
に
な
る
と
高
額
所
得

者
と
認
定
さ
れ
住
宅
の
明
け

渡
し
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

鈴
木
議
員　

根
拠
と
な
る
法

令
は
何
か
？

町
　
長　

該
当
す
る
法
条
例

は
「
公
営
住
宅
法
第
29
条
」

及
び
「
只
見
町
町
営
住
宅
条

例
第
35
条
」
で
あ
る
。

鈴
木
議
員　

若
者
定
住
と
密

接
な
住
宅
問
題
、
空
き
家
の

活
用
も
含
め
て
「
相
談
窓

口
」
を
開
設
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
　
長　

行
政
が
ど
こ
ま
で

か
か
わ
る
の
か
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
地
域
づ
く
り
に

営
住
宅
法
に
よ
る
町
営
住
宅

97
戸
、
中
堅
所
得
者
層
向
け

特
公
賃
住
宅
6
戸
及
び
若
者

定
住
宅
3
戸
、
定
住
促
進
住

宅
6
戸
の
計
1
1
2
戸
を
整

備
し
提
供
し
て
い
る
。
な
お
、

入
居
時
の
収
入
基
準
が
決
め

ら
れ
て
お
り
所
得
に
応
じ
た

入
居
制
限
が
あ
る
。
し
か
し
、

入
居
期
間
中
に
収
入
額
が
一

鈴
木
議
員　

空
き
家
が
大
き

な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
町
内
の
若
者

の
住
宅
が
な
く
て
深
刻
な
状

況
で
あ
る
と
聞
く
。
町
営
住

宅
は
、
収
入
が
一
定
以
上
に

な
る
と
「
退
去
勧
告
」
が
あ

る
そ
う
だ
が
、
い
く
ら
以
上

が
対
象
か
。

町
　
長　

町
営
住
宅
は
、
公

給
与
カ
ッ
ト
拒
否
の
影
響
は
？

︱
地
方
交
付
税
へ
の
影
響
は
な
い
町
長

鈴

木
　
征
議
員

住
宅
問
題
の
相
談
窓
口
を
開
設
す
べ
き

︱
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
検
討
す
る
町
長

平成24年度に建てられた若者定住促進住宅
（只見字新町）
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頼
を
得
て
、
安
全
安
心
で
き

る
町
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
産
業
支
援

も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

農
商
工
観
光
振
興
に
全
力
を

尽
く
し
、
少
子
高
齢
化
に
負

け
な
い
町
づ
く
り
を
お
願
い

し
た
い
。

町
　
長　

産
業
支
援
に
つ
い

て
は
、
議
員
各
位
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
有
効
に

基
金
を
活
用
し
て
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

民
は
失
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
そ
れ
は
町
に
対
す

る
信
頼
で
あ
る
。
今
さ
ら
だ

が
、
水
害
後
に
町
長
が
ま
ず

言
わ
れ
た
「
自
然
災
害
で
あ

る
」
の
一
言
に
尽
き
る
。
し

か
し
、
そ
の
後
滝
ダ
ム
の
堆

砂
や
放
水
の
告
知
義
務
違
反

が
あ
っ
た
り
、
基
金
が
で
き

た
り
と
、
す
で
に
2
年
半
が

過
ぎ
て
い
る
。
復
興
基
金
が

町
民
に
と
っ
て
納
得
で
き
る

使
い
方
を
さ
れ
、
町
民
の
信

新
國
議
員　

町
民
が
町
行
政

を
信
頼
し
て
い
な
い
。
町
は

そ
れ
を
感
じ
て
い
な
い
。
も

う
一
度
原
点
に
戻
り
町
民
と

の
話
し
合
い
を
で
き
な
い
の

か
、
一
軒
一
軒
、
一
人
一
人

と
話
し
合
い
を
す
る
の
が
信

頼
を
回
復
す
る
一
歩
だ
。
も

う
一
度
信
頼
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
町
が
努
力
す
べ
き
と

思
わ
な
い
か
。

町
民
生
活
課
長　

対
象
の
方

に
は
、
昨
年
末
に
も
個
別
の

ご
案
内
を
差
し
上
げ
た
が
、

今
後
ま
た
周
知
し
て
い
く
。

新
國
議
員　

私
は
、
こ
の
水

害
で
一
番
大
事
な
も
の
を
町

新
國
議
員　

3
月
6
日
の
某

新
聞
に
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

「
被
災
住
民
が
電
源
開
発
株

式
会
社
に
訴
え
て
い
る
。
町

に
言
っ
て
も
ダ
メ
だ
か
ら
電

発
か
ら
町
に
言
っ
て
く
れ
、

あ
ん
た
ら
が
出
し
た
金
な
ん

だ
か
ら
」
町
民
が
町
を
信
頼

し
て
い
な
い
証
拠
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
こ
と
で
良
い
の

か
。

町
　
長　

私
は
そ
の
よ
う
な

理
解
で
は
お
り
ま
せ
ん
が
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
中
に
は
、

ご
理
解
い
た
だ
け
な
い
方
が

い
る
こ
と
も
承
知
し
て
お
り

ま
す
。

新
國
議
員　

現
在
、
基
金
の

配
分
が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
。

町
　
長　

3
月
7
日
現
在
で
、

1
1
4
件
2
億
2
7
5
6
万　

1
千
円
で
あ
る
。

町
民
生
活
課
長　

お
お
む
ね

被
災
者
生
活
支
援
に
つ
い
て

は
50
％
位
と
考
え
て
い
る
。

新
國
秀
一
議
員

復
興
基
金
の
産
業
支
援
策
は
？

︱
有
効
に
活
用
し
支
援
し
て
い
く
町
長

豪雨災害による住宅の被災状況
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人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
プ
ラ
ン
事
業
で
只
見

高
校
生
が
松
下
政
経
塾

を
訪
問
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外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

を
模
索
す
る
。
学
術
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
も
検
討
す
る
。

石
橋
議
員　

先
日
、
台
湾
か

ら
の
旅
行
者
が
、
日
本
で
最

も
紅
葉
が
美
し
い
場
所
だ
と

情
報
を
得
て
、
交
通
の
便
の

悪
さ
を
気
に
せ
ず
紅
葉
狩
り

に
来
て
い
た
。
台
湾
や
東
南

ア
ジ
ア
は
気
候
が
年
中
温
暖

で
紅
葉
し
な
い
た
め
、
こ
う

し
た
需
要
を
掘
り
起
こ
せ
る

可
能
性
が
あ
る
。
姉
妹
都
市

提
携
は
難
し
く
て
も
、
観
光

交
流
、
エ
コ
パ
ー
ク
や
縄
文

民
具
等
を
使
っ
た
学
術
交
流
、

学
生
間
の
交
流
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
が
で
き
る
。

訪
問
地
は
交
通
の
便
が
良
い

地
域
が
好
ま
れ
、
当
町
に
と

っ
て
は
課
題
だ
。
海
外
都
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
も
、
戦

略
的
で
有
効
な
手
段
の
一
つ

だ
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
町
を
世
界
に
発
信
し
、
海

み
て
は
ど
う
か
？

教
育
長　

人
材
育
成
・
発
掘

で
は
、「
地
域
人
材
育
成
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

講
師
を
担
え
る
人
材
の
リ
ス

ト
を
現
在
作
成
中
だ
。

石
橋
議
員　

育
っ
た
人
材
を

今
後
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
、

実
践
的
な
意
味
で
の
課
題
が

あ
る
。
ま
た
、
講
師
を
担
え

る
人
だ
け
が
人
材
で
は
な
く
、

人
と
の
折
衝
が
得
意
だ
、
と

い
っ
た
よ
う
な
才
能
や
能
力

も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
特
性

を
も
人
材
バ
ン
ク
と

し
て
取
り
入
れ
て
い

く
と
、
よ
り
有
効
な

人
材
活
用
に
繋
が
る
。

教
育
長　

ま
さ
に
そ

れ
が
課
題
だ
。
講
師

以
外
の
人
材
活
用
の

視
点
は
参
考
に
し
た

い
。

石
橋
議
員　

台
湾
や
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
か
ら
の
観
光
客
誘

致
に
繋
が
る
姉
妹
都
市
提
携

を
考
え
て
み
な
い
か
？

町
　
長　

観
光
誘
客
で
海
外

に
も
目
を
向
け
て
い
く
の
は

課
題
だ
。
外
国
人
旅
行
者
の

も
持
た
な
い
方
や
若
者
も
活

用
さ
れ
た
が
っ
て
い
る
。

「
人
材
バ
ン
ク
」
を
立
ち
上

げ
て
、
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
ど

う
い
っ
た
貢
献
の
仕
方
が
で

き
そ
う
か
の
才
能
を
リ
ス
ト

し
た
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て

る
。
各
種
事
業
の
基
本
構
想

等
で
も
、
外
部
に
安
易
に
頼

る
こ
と
な
く
地
域
自
ら
策
定

す
る
。「
第
六
次
町
振
興
計

画
」
も
、
当
時
、
町
民
と
役

場
の
中
堅
職
員
か
ら
な
る
専

門
部
会
で
素
案
を
ま
と
め
た
。

石
橋
議
員　

協
議
会
や
審
議

会
、
説
明
会
等
に
参
加
す
る

人
た
ち
は
、
い
つ
も
同
じ
よ

う
な
顔
ぶ
れ
だ
。
何
の
肩
書

石
橋
議
員　

豊
富
な
町
内
人

材
（
財
）
を
掘
り
起
し
、
も

っ
と
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長　

町
内
人
材
（
財
）

の
活
用
は
と
て
も
大
切
だ
。

「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
準
備
会
」
を

今
後
は
正
式
に
立
ち
上
げ
、

支
援
委
員
会
と
検
討
課
題
ご

と
の
部
会
を
設
け
、
町
内
か

ら
も
広
く
英
知
を
結
集
さ
せ

石
橋
明
日
香
議
員

人
材
バ
ン
ク
を
作
っ
て
み
て
は
？

︱
町
内
人
材
の
活
用
を
進
め
る国

際
姉
妹
都
市
提
携
の
考
え
は
？

︱
学
術
交
流
を
ぜ
ひ
検
討
し
た
い

町
長

町
長
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町
　
長　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
や
災
害
な
ど
が
あ
り
年
度

末
収
入
が
多
か
っ
た
。

酒
井
議
員　

施
設
整
備
も
必

要
だ
が
、
住
民
満
足
度
は
よ

り
良
い
政
策
や
施
策
の
遂
行

と
完
結
に
よ
っ
て
向
上
す
る
。

機
構
改
革
の
精
査
も
含
め
、

行
・
財
政
の
効
率
的
な
運
用

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

発
生
さ
せ
、
さ
ら
に
巨
額
の

預
金
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

豪
雨
災
害
に
よ
る
復
興
基
金

9
億
円
の
運
用
も
遅
々
と
し

て
進
ま
な
い
。
財
政
収
支
の

累
積
経
過
か
ら
観
る
と
、
町

長
の
行
政
手
腕
を
疑
わ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
預
金
ば
か
り

増
加
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
ど
う
か
？

活
性
化
す
る
。
今
の
医
療
や

介
護
施
設
の
職
員
は
そ
の
身

分
や
待
遇
に
お
い
て
非
常
な

格
差
が
あ
る
上
に
、
絶
え
ず

人
材
と
人
員
不
足
を
起
こ
し

て
い
る
。
ま
ず
は
職
員
の
身

分
保
障
や
待
遇
改
善
が
先
で

は
な
い
か
？

町
　
長　

医
療
介
護
の
現
場

は
医
師
の
体
制
に
よ
り
変
わ

る
。
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

酒
井
議
員　
（
過
去
20
年
間

の
町
の
財
政
運
用
の
資
料
を

配
布
）
町
長
の
財
政
運
用
を

決
算
か
ら
分
析
す
る
と
、
町

長
は
就
任
以
来
、
毎
年
大
規

模
な
財
源
を
不
用
額
と
し
て

案
理
由
は
観
念
的
で
あ
る
。

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
の
具

体
的
な
方
手
法
が
な
い
。
来

年
度
予
算
に
も
従
来
の
施
策

を
上
書
き
す
る
の
み
で
、
課

題
解
決
の
た
め
の
財
源
の
裏

付
け
が
見
え
な
い
。

町
　
長　

具
体
的
に
は
医
療

施
設
と
介
護
施
設
を
整
備
し
、

各
連
携
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
在
宅
支

援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
充
実
さ

せ
る
。

酒
井
議
員　

施
設
整
備
と
言

わ
れ
る
が
、
医
療
や
介
護
の

問
題
は
施
設
整
備
を
し
た
だ

け
で
は
改
善
さ
れ
な
い
。
施

設
や
組
織
は
職
員
に
よ
っ
て

に
ど
う
取
り
組
ま
れ
る
か
伺

い
た
い
。
言
葉
で
は
な
く
、

具
体
的
な
施
策
や
事
業
を
示

し
て
頂
き
た
い
。

町
　
長　

現
状
認
識
は
議
員

と
同
じ
で
あ
る
。
施
政
方
針

に
も
人
口
問
題
や
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
方
針
は
示

し
て
い
る
。

酒
井
議
員　

施
政
方
針
や
提

酒
井
議
員　

本
町
は
深
刻
な

少
子
・
高
齢
化
、
さ
ら
に
は

労
働
人
口
の
減
少
の
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。
本
町
の
75

歳
以
上
の
人
口
は
総
人
口
比

で
30
％
、
東
京
都
は
9
％
で

あ
る
。
本
町
は
地
域
崩
壊
も

視
野
に
入
る
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
町
長
は
残
さ
れ
た
任
期
中

酒
井
右
一
議
員

夢
の
あ
る
具
体
的
事
業
を
示
せ
！

︱
町
の
未
来
を
か
け
た
取
り
組
み
を
決
断
す
る
町
長

町の未来を担う子どもたち（明和保育所）
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う
ま
く
機
能
し
て
い
く
の
か

と
い
う
点
に
不
安
が
残
り
、

当
初
か
ら
の
予
算
措
置
を
見

送
っ
た
。
し
か
し
、
町
内
森

林
資
源
活
用
の
取
り
組
み
は
、

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ

ー
導
入
を
目
指
し
た
調
査
設

計
業
務
に
は
着
手
し
た
い
。

拙
速
で
は
な
い
か
？

産
業
振
興
課
長　
「
木
の
駅

構
想
」
に
つ
い
て
は
、
決
し

て
あ
き
ら
め
た
わ
け
で
も
な

い
し
、
中
止
と
は
考
え
て
い

な
い
。
町
内
林
業
の
実
態
を

見
る
と
、
他
の
地
域
と
異
な

り
自
伐
林
家
が
極
め
て
少
な

い
こ
と
と
、
薪
の
活
用
の
み

に
特
化
し
た
木
の
駅
事
業
が

産
業
振
興
課
長　
「
町
が
整

備
す
る
公
共
建
築
物
の
う
ち

耐
火
構
造
と
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
な
い
建
築
物
は
、

原
則
と
し
て
木
造
に
よ
り
整

備
し
、
可
能
な
限
り
町
産
材

の
使
用
に
努
め
る
。
法
令
に

基
づ
く
基
準
及
び
コ
ス
ト
面

に
考
慮
し
原
則
と
し
て
木
造

に
よ
り
整
備
す
る
」
と
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
定
め
た
も

の
で
あ
る
。
今
月
中
に
策
定

し
た
い
。

中
野
議
員　
「
季
の
郷
湯
ら

里
」
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施

設
整
備
調
査
設
計
の
予
算
が

あ
が
っ
て
い
る
。「
木
の
駅

構
想
」
は
、
道
半
ば
で
あ
り

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
利
用
を
前
提
と
し
た
町
内

か
ら
の
木
材
買
い
入
れ
の
試

行
的
実
施
を
定
め
た
が
、
実

施
に
当
た
り
準
備
期
間
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
26
年
当
初

か
ら
の
実
施
は
見
送
っ
た
。

現
在
、
整
備
方
針
の
一
つ
と

し
て
「
市
町
村
木
材
利
用
方

針
」
を
策
定
中
で
あ
り
、
今

後
の
新
庁
舎
及
び
地
区
セ
ン

タ
ー
、
集
会
所
等
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
策
定
す
る
市

町
村
木
材
利
用
方
針
に
沿
っ

た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

中
野
議
員　
「
市
町
村
木
材

利
用
方
針
」
の
概
要
は
。
ま

た
、
い
つ
で
き
る
の
か
？

中
野
議
員　

平
成
25
年
度
よ

り
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
木

の
駅
構
想
」
に
つ
い
て
進
捗

状
況
と
、
公
共
施
設
に
可
能

な
範
囲
で
地
元
産
材
を
使
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長

の
見
解
は
？

町
　
長　
「
木
の
駅
構
想
」

に
つ
い
て
は
、
昨
年
7
月
に

検
討
会
を
設
置
し
主
に
木
材

中
野
大
徳
議
員

「
木
の
駅
構
想
」の
進
捗
状
況
は
？

︱
準
備
期
間
が
必
要
で
あ
る
が
進
め
て
い
く
町
長

地場産材の活用が期待される「木の駅構想」
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ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
お
願
い
し

た
い
。

教
育
次
長　

子
ど
も
の
た
め

福
祉
と
の
連
携
が
必
要
と
考

え
る
。
可
能
な
限
り
努
力
し

て
い
き
た
い
。

町
　
長　

可
能
な
限
り
検
討

し
て
い
く
。

山
岸
議
員　

早
期
実
現
に
向

け
、「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」

の
延
長
線
で
施
行
す
る
の
が

現
実
的
と
思
わ
れ
る
。
各
課

が
横
の
連
携
を
取
り
、
住
民

の
声
を
受
け
止
め
る
こ
と
が

必
要
だ
。
環
境
の
変
化
を
敏

感
に
受
け
止
め
、
す
ぐ
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

保
健
福
祉
課
長　

協
議
を
進

め
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

教
育
長　

時
間
延
長
、
日
数

の
延
長
な
ど
行
っ
て
き
た
。

山
岸
議
員　

少
子
化
で
子
ど

も
同
士
遊
べ
る
環
境
が
少
な

い
の
で
、
一
緒
に
遊
べ
る
居

場
所
が
必
要
で
あ
る
。
緊
急

課
題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
子
育
て
支
援
室
を

特
別
に
設
け
、
子
育
て
と
仕

事
と
両
立
し
、
経
済
支
援
を

行
い
な
が
ら
子
育
て
支
援
を

し
て
い
る
町
が
あ
る
。
当
町

で
も
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長　

支
援
室
と
は
い
か

な
い
が
、
お
っ
し
ゃ
る
取
り

組
み
は
進
め
た
い
。

土
・
日
・
長
期
休
業
中
も
対

応
し
て
い
る
。
適
切
な
遊
び

場
及
び
生
活
の
場
を
与
え
、

健
全
に
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
放
課
後
の
安
全
安
心
な

活
動
の
場
を
設
け
る
こ
と
等

に
つ
い
て
は
共
通
し
て
い
る

が
、
学
童
保
育
と
「
放
課
後

こ
ど
も
教
室
」
で
は
目
的
が

違
う
。
就
労
状
況
と
子
育
て

支
援
の
現
状
把
握
を
進
め
取

り
組
ん
で
い
く
。

山
岸
議
員　

福
祉
と
教
育
の

融
合
を
図
り
、
実
現
で
き
る

方
法
を
探
っ
て
ほ
し
い
と
い

っ
て
き
た
が
、
協
議
は
さ
れ

た
か
。

な
ど
長
期
に
休
校
に
な
る
場

合
、
大
変
困
っ
て
い
る
と
の

声
を
聞
く
。
子
育
て
と
仕
事

が
両
立
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
緊
急
の
課
題
と
捉

え
る
が
。

町
　
長　

学
童
保
育
は
、
就

労
等
に
よ
り
昼
間
保
護
者
の

い
な
い
家
庭
の
児
童
に
対
し
、

年
2
5
0
日
程
度
の
開
設
で
、

山
岸
議
員　

学
童
保
育
の
設

置
は
、
6
年
前
よ
り
要
望
し

て
い
る
。
少
子
化
は
、
将
来

高
齢
者
の
福
祉
や
地
域
経
済

な
ど
全
般
に
わ
た
り
大
き
く

影
響
す
る
。
そ
の
な
か
で
、

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
は

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
共
働

き
世
帯
、
核
家
族
が
多
く
な

っ
て
い
る
な
か
、
季
節
休
暇

山
岸
フ
ミ
子
議
員

学
童
保
育
の
設
置
を
早
急
に
！

︱
現
状
を
把
握
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
町
長

元気いっぱいな「朝日こども教室」の子どもたち
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議員の突撃
インタビュー

聴かせてくんつぇ！聴かせてくんつぇ！

町政や議会等に対してどのように考えているのかを
町民の方々に議会広報特別委員会の委員が直接お伺
いして、さまざまな想いを聴かせていただきました。

横
よこ

山
やま

修
しゅう

一
いち

さん

（只見特産㈱代表取締役）

只見特産は、只見町からの支援を受

け地元素材を活用した特産品開発に

取り組んでいる企業であり、これま

でに様々な事業活動を展開しており

ます。今回、福島県が行う「ふくし

まおいしい大賞 2013」において、ジャ

ム・調味料部門の大賞を受賞しまし

た。そこで、横山社長に直接インタ

ビューしました。

問　今回受賞された「南郷トマト
ドレッシング（赤）」の開発経過に
ついて教えてください。
横山　このたび、「ふくしまおい

しい大賞2013」を受賞し、社内
全体で喜んでおります。福島県が
勧める、地域産業六次化商品の開
発をめざし、平成23年度よりＪＡ
会津みなみ、福島県、只見町、南
郷トマト生産組合と連携を図り商
品開発に取り組み、平成24年度よ

り販売を開始しました。
問　今後の営業展開をお聞かせく
ださい。
横山　今後も町の事業支援などに
より、商品開発のレベルアップを
図り、改良を重ねていきたいと思
っております。

佐
さ

藤
とう

弘
ひろ

吉
よし

さん（大倉）

大工職人として従事されるかたわ

ら、地域づくり等に積極的に参加さ

れています。

問　町や議会に対して広くご意見
をお聞かせください。
①今後エコパークの町として、景
観は重要です。橋や屋根の色の
統一感、また住民の景観意識が

高まるような事業に今から取り
組んでいただきたいと思ってい
ます。
②町の情報は、議会広報等で後か
ら、「こう決まったんだぁ…」
と知るケースが多く、今ある課
題など前段階で知っておきたい
と思うことがあります。
③町の職員の皆様は、サービス業
としての気持ちを大切に、夢の
あるまちづくりに頑張っていた
だきたいと思います。

受
賞
商
品
を
手
に
す
る
横
山
氏
（
中
央
）
と

従
業
員
の
皆
さ
ん
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2
月
会
議
に
お
い
て
、
役
場
新
庁

舎
建
設
の
基
本
設
計
の
説
明
を
受
け

る
議
論
の
中
で
、
町
当
局
に
対
し
、

議
会
か
ら
の
意
見
書
を
提
出
し
基
本

設
計
の
見
直
し
を
求
め
た
。
ま
た
、

3
月
会
議
で
は
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
平
成
26
年
度
の
当
初
予
算

の
審
議
を
3
日
間
に
わ
た
り
行
っ
た
。

こ
の
予
算
は
、
町
民
が
将
来
安
全
安

心
に
生
活
で
き
る
基
盤
づ
く
り
に
向

け
た
予
算
に
な
っ
て
い
る
か
の
審
査

で
あ
り
、
議
長
を
除
く
11
人
の
議
員

に
よ
り
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

我
々
広
報
委
員
会
で
発
行
し
て
い

る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
役
割
は
、
で

き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
、
こ
れ
ら

を
町
民
に
開
示
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
塚
純
一
郎
委
員
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

山
岸
フ
ミ
子

副
委
員
長　
　

石
橋
明
日
香

委　
　

員　
　

大
塚
純
一
郎

中
野
大
徳

目
黒
仁
也

小
沼
信
孝

議会の主な動き 平成26年1月1日～3月31日

編

集

後

記

あなたの意見が議会を変える
議会活動や議会だより等に関してご意
見のある方は、電話・手紙・メール
（gikai@town.tadami.lg.jp）でお寄せくだ
さい。直接意見を伝えたいという方は、
議員と事務局が伺いますので、ご連絡
ください。
※「なじょだったかない？」……只見町の方言
で「どうでしたか？」という意味。

パソコンやスマートフォンから只見町
議会のホームページに入っていただく
と議会本会議の議事録を見ることがで
きます。議事録のデータ作成のため議
会終了後よりお時間をいただいていま
すが、随時更新していますのでご覧く
ださい。
h t t p : / / w w w. t a d a m i . g r. j p / g i k a i /
gikaitop.html

1月 5日 新年交歓会
1月 9日 会津みなみ農協只見支店事務所竣工式
 年始県知事懇談会（知事公館）
1月15日 只見町商工会新年懇親会
1月27日 県町村議会議長会正副会長会議（福島市）
 県町村議会議長会理事・監事合同会議（福島市）
2月 4日 南会津地方町村議会議長会総会（南会津町）
2月 8日 第42回只見ふるさとの雪まつり（～ 9日）
2月12日 南会津地方議会行政研究会第 3回研修会（下郷町）
2月13日 全国過疎地域自立促進連盟理事会（東京都）
 只見高等学校振興対策会議総会
2月20日 奥会津五町村議会議長連絡協議会
2月23日 第28回只見町青少年健全育成主張大会
2月24日 福島県町村議会議長会定期総会（福島市）
 福島県市町村総合事務組合議会定例会（福島市）
2月25日 後期高齢者医療広域連合議会定例会（福島市）
2月27日 南会津地方環境衛生組合議会定例会（南会津町）
 南会津地方広域市町村圏組合議会定例会（南会津町）
2月28日 議会 2月会議
3月 1日 県立只見高等学校・南会津高等学校卒業式
3月 6日 地域人材育成ダイヤモンドプラン事業閉講式
3月11日 議会 3月会議（～ 20日）
3月13日 只見中学校卒業証書授与式
3月17日 予算特別委員会（～ 19日）
3月20日 町内小学校卒業式
3月28日 町内保育所修了式

〈その他〉

本会議 6回、全員協議会 5回、委員会開催25回（※各常任委
員会10回、議会広報特別委員会 7回、議会運営委員会 4回、
予算特別委員会 4回）

只見小学校 6年生が議会を訪問し、議会
の役割などを学習しました。（ 1月15日）

只見小６年生が議会を見学


